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Plesk 管理者パネル説明書（メール設定） 

株式会社松江情報センター 

 

 株式会社松江情報センターのレンタルサーバをご利用いただきありがとうございます。 

 レンタルサーバの管理者パネルから、メールアドレス各種の設定方法をご説明します。 

 なお、管理ツール「Ｐｌｅｓｋ」操作につきましては、管理画面のツールバーの右上表示の「ヘル

プ」-「ガイドを読む」をご参照下さい。 

 

 

 

 

1.ブラウザの起動 

ブラウザを起動し下記 URL にアクセスします。 

https://gh99.web-sanin.jp:8443/ 

          注）gh99 は利用されているサーバに毎で変わります。 

「レンタルサーバご案内書」をご確認下さい。 

 

2.ログイン情報を入力 

ログイン画面が表示されたら、必要な情報を入力して「ログイン」ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ユーザー名 「レンタルサーバご案内書」のサイト管理者ユーザ名 

パスワード 「レンタルサーバご案内書」のサイト管理者ユーザパスワード 

インターフェース言語 「デフォルト」 
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3.初期画面 

ログインが正常に行われると、下記「Ｐｌｅｓｋ」の初期画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.ログアウト 

画面右上の「ログイン名」をクリック後「ログアウト」をクリックすると、ログイン画面に戻ります。 
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5.メール画面の操作 

5.1 メール設定画面表示 

トップ画面の左枠の、メールをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.2 メール登録修正画面 

メールアドレスを新規に作成する場合は「メールアドレスを作成」を、作成済のメールアドレス 

を変更する場合は、対象のメールアドレスをクリックします。 
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5.3 メール登録修正（全般） 

メールの全般情報を入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    メールアドレス      -----  @以前を入力します。（必須項目） 

    顧客パネルへのアクセス  ----- メール利用者が管理パネルにログオンできるように 

                     する場合はチェックします。 

    パスワード      ---------  長さ 8 文字以上で、大文字、小文字、特殊文字をそれぞれ 

1 文字以上、数字を 3文字以上必要です。 

    生成         --------- パスワードを自動生成します。 

    表示         --------- パスワードを表示します。 

    メールボックス    --------- メールボックスを作成する場合はチェックします。 

                     （転送専用でメールを残さない場合はオフにします） 

    メールボックスサイズ --------- 100MB 以下で設定します。 
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5.4 メール登録修正（転送） 

メールの転送情報を入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    メール転送をオンにする   -----  転送する場合は☑します。 

    受信メールを次のメールアドレスに転送 

  ----- メールアドレスを指定してください。複数のアドレスを入

力する場合は、改行、スペース、コンマ、またはセミコロ

ンで区切ります。 

5.5 メール登録修正（エイリアス） 

メールにエイリアスを設定する場合は入力します。 

メールエイリアスは、プライマリメールアドレスと紐付けられている代替メールアドレスです。

メールエイリアス宛てのすべてのメールがプライマリメールアドレスで受信されます。 
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5.6 メール登録修正（自動応答） 

自メールアドレス宛てのすべてのメールメッセージ用に自動応答を設定します。 

自動応答は出張や休暇で不在であることを送信者に伝えるための機能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    自動応答をオンにする   -----  自動応答機能を使用する場合はチェックします。 

    自動応答メールの件名   ----- 自動応答メールの件名を入力します。 

    メッセージ形式      -----  メール形式を「テキスト」「HTML」から選択します。 

    エンコーディング     ----- エンコード形式をリストから選択します。 

                     推奨されるエンコーディングは UTF-8 です。    

    自動応答メールのテキスト  ----- メール内容を入力します。 

    転送先          ----- 自動応答の送信時に、ここで指定されたメールアドレスへ

オリジナルメッセージが転送されます。 

    上限           ----- 同一メールアドレスに対する自動応答の送信回数の上限 

(1 日あたり）を入力します。 

指定日にオフ       -----  指定日に自動応答を解除する場合は設定します。 
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5.7 メール登録修正（スパムフィルタ） 

スパムフィルタリングサービスの設定をおこないます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    このメールアドレスに対してスパムフィルタをオンにする 

----  デフォルトは☑です。 

    スパム処理        ----- デフォルト値は「すべて削除する」です。 

〇スパムメッセージの件名に指定テキストを追加する  

◎スパムメッセージをすべて削除する  

〇スパムをスパムフォルダに移動する 

    フィルタ感度       -----  スパムフィルタは、各メッセージのコンテンツと件名に対

して複数のテストを実施しポイントが累積されます。 

ポイントが高いほど、メッセージがスパムである可能性が

高くなります。指定した ポイント以上のメッセージをス

パムと分類します。 

    ホワイトリスト      ----- ホワイトリストに含まれる送信者からのメールはチェッ

クされません。 

ドメイン名を 1 行に 1 件ずつ入力してください。 

                      アドレスにはワイルドカード（*/?)を使用できます。 

    ブラックリスト       ----- ブラックリストに含まれる送信者からのメールはブロッ

クされます。入力形式はホワイトリストと同様です。 
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5.8 メール設定 

「メール設定」タブをクリックし、ドメイン名を選択するとメール設定画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  5.8.1 メール設定 

     

「このドメインでメールサービスをアクティブ化」をオフにすると全メールが停止します。 

   ※当画面の設定は変更しないで下さい。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                    ―― 以上 ―― 


